
金蓮寺山門。真言宗智山派京都智積院の末寺。
松前城建設のため文禄４年現在地に移した。

宝篋印塔（金蓮寺境内）

大正１１年台風で倒壊した年輪３３８年の
「龍燈の松」の切り株（文化センター）

境内の無縁仏供養塔

金蓮寺境内墓地

弘法大師1050年忌碑

大森彦七の説明板

水子供養塔

金蓮寺の説明板

六地蔵

何代目かの「龍燈の松」昭和５５年枯死。 仏教を広めるという「三鈷の松」
（金蓮寺境内）

中国の僧明海上人の祈願道場の碑。
大森彦七が猿楽を催したのも金蓮寺。

金蓮寺本堂。古くは性尋寺といった。
義農作兵衛の霊をまつる菩提寺としても有名。



烏帽子袈裟姿の大変珍しい神像の
子聖大権現をまつっている。

「矢野騒動」で刑死した七右衛門
（伊予の三義人の一人）の供養地蔵尊。

長徳寺第四世吟龍和尚が播磨の国から
大黒様、通称「ねのひさま」を勧請した。

長徳寺山門。浄土宗鎮西派京都
知恩院の直末寺。本尊は阿弥陀如来。

長徳寺山門前の「子聖大権現」の碑。

「松前子聖道」の道標（神崎）

河野頼友の墓（長徳寺境内）

長徳寺歴代上人の墓碑。
境内墓地には七右衛門をまつる墓碑もある。

庫裡は昭和28年、
子聖大権現堂は昭和35年に再建された。

供養地蔵尊庫裡。昭和28年火災のため
山門を残し堂字すべて全焼した。

七右衛門（供養地蔵尊）の説明板。

境内の六地蔵。

子聖大権現は腰の病に
霊験あるとして有名。

境内の祠。



明治から昭和21年頃まで乳牛
２０頭の牧場。現在はスラブＫＫ。

不動院 山号：岩本山 寺号：松泉寺
本尊：延命地蔵尊 宗派：真言宗

西古泉を流れる大井手川。

新しくできた町道（想い通り）

西古泉の風景

「ひびけしさま」。大昔西古泉に大火事があり、民家の大半が焼失した。再び災禍に遭遇しないようにと、「ひびけしさま」を
お祀りした。明治の耕地整理時、玉生八幡大神社に移したら、村に火事がよく起きるので元の場所に戻した。

不動院の開基は推古天皇4年(596)、修験道場として七堂伽藍八坊が
建立され隆盛を極めたという。 今はそれも夢の跡。

西古泉公民館・コミュニケーション広場。


